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中央教育審議会答申

「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの
可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～

構 成 はじめに
第Ⅰ部 総論
．急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力
．日本型学校教育の成り立ちと成果，直面する課題と新たな動きについて
⑴ 日本型学校教育の成り立ちと成果
⑵ 新型コロナウイルス感染症の感染拡大を通じて再認識された学校の役
割

⑶ 変化する社会の中で我が国の学校教育が直面している課題
⑷ 新たな動き

⑴ 子供の学び
⑵ 教職員の姿
⑶ 子供の学びや教職員を支える環境
．「令和の日本型学校教育」の構築に向けた今後の方向性
⑴ 学校教育の質と多様性，包摂性を高め，教育の機会 等を実現する
⑵ 連携・分担による学校マネジメントを実現する
⑶ これまでの実践と ICT との最適な組合せを実現する
⑷ 履修主義・修得主義等を適切に組み合わせる
⑸ 感染症や災害の発生等を乗り越えて学びを保障する
⑹ 社会構造の変化の中で，持続的で魅力ある学校教育を実現する
．「令和の日本型学校教育」の構築に向けた ICT の活用に関する基本的な
考え方
⑴ 学校教育の質の向上に向けた ICT の活用
⑵ ICT の活用に向けた教師の資質・能力の向上
⑶ ICT 環境整備の在り方

第Ⅱ部 各論（【 】内には第Ⅰ部 総論 ．の今後の方向性に主に関連があ
る番号を記載）

．幼児教育の質の向上について【今後の方向性⑴，⑵，⑸】
⑴ 基本的な考え方
⑵ 幼児教育の内容・方法の改善・充実
⑶ 幼児教育を担う人材の確保・資質及び専門性の向上
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⑵ ICT の活用や，対面指導と遠隔・オンライン教育との ハイブリッド化
による指導の充実

⑶ 特例的な措置や実証的な取組等
．新時代の学びを支える環境整備について【今後の方向性⑶，⑸】
⑴ 基本的な考え方
⑵ 新時代の学びを支える教室環境等の整備
⑶ 新時代の学びを支える指導体制等の計画的な整備
⑷ 学校健康診断の電子化と生涯にわたる健康の保持増進への活用
．人口動態等を踏まえた学校運営や学校施設の在り方について【今後の方
向性⑵，⑶，⑹】
⑴ 基本的な考え方
⑵ 児童生徒の減少による学校規模の小規模化を踏まえた学校運営
⑶ 地域の実態に応じた公的ストックの最適化の観点からの施設整備の促
進

の方向性⑴，⑵，⑶，⑹】
⑴ 基本的な考え方
⑵ 教師の ICT 活用指導力の向上方策
⑶ 多様な知識・経験を有する外部人材による教職員組織の構成等
⑷ 教員免許更新制の実質化について
⑸ 教師の人材確保

今後更に検討を要する事項

重点チェック

．急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力
＜時代の特徴＞

・新型コロナウイルスの感染拡大など先行き不透明な「予測困難な時代」
＜育むべき資質・能力＞
児童生徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者
を価値のある存在として尊重し，多様な人々と協働し，豊かな人生を切
り拓き，持続可能な社会の創り手となることができるようにすることが
必要。
．日本型学校教育の成果と新しい動き
＜再認識された学校の役割＞
① 学習機会と学力の保障
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人的な発達・成長を保障する役割や，人と安全・安心につながることができる居場所
としての福祉的な役割も担ってきた。この役割の重要性は今後も変わることはない。
これまで，日本型学校教育が果たしてきた役割を継承しつつ，学校における働き方改
革やGIGA スクール構想を強力に推進するとともに，新学習指導要領を着実に実施し，
学校教育を社会に開かれたものとしていくこと，また，文部科学省をはじめとする関
係府省及び教育委員会，首長部局，教職員，さらには家庭，地域等を含め，学校教育
を支える全ての関係者が，それぞれの役割を果たし，互いにしっかりと連携すること
で，「令和の日本型学校教育」の実現に向けた必要な改革を果敢に進めていくことを期
待するものである。

第Ⅰ部 総論
．急激に変化する時代の中で育むべき資質・能力
○ 人工知能（AI），ビッグデータ，Internet of T hings（IoT），ロボティクス等の先端
技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り入れられた
来しつつあり，社会の在り方そのものがこれまでとは「非連続」と言えるほど劇的
に変わる状況が生じつつある。
また，学習指導要領の改訂に関する「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特

別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）」（平
月 央教育審議会。以下「平 年答申」という。）においても，

社会の変化が加速度を増し，複雑で予測困難となってきていることが指摘されたが，
新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大により，その指摘が現実のものと
なっている。

○ このように急激に変化する時代の中で，我が国の学校教育には，一人一人の児童
生徒が，自分のよさや可能性を認識するとともに，あらゆる他者を価値のある存在
として尊重し，多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え，豊かな人
生を切り拓き，持続可能な社会の創り手となることができるよう，その資質・能力
を育成することが求められている。

○ この資質・能力とは，具体的にはどのようなものであろうか。中央教育審議会で
は，平 年答申において，社会の変化にいかに対処していくかという受け身の観
点に立つのであれば難しい時代になる可能性を指摘した上で，変化を前向きに受け
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教育答申資料集では、

審議会答申だけでなく、

各種の通知・報告・

ガイドライン・手引など、

試験頻出の資料を

完全網羅
しております。

“超”ボリュームの

ある教材です。

重点チェックなどの項目で、

出題頻度の高い事項や

重要語句が

わかりやすく明示してあるため、

筆記試験対策は

テッパンです。

2024年度 教員採用試験対策

教育答申資料集
のご紹介 

教育答申資料集
のご紹介 受講生

限定！
これ１冊で
バッチリ！

大・大・大好評！ この教材、スゴイんです！！大・大・大好評！ この教材、スゴイんです！！


